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尾三地区ミニバスケットボール連盟規約 

第一章 名 称 

第１条  本連盟は，尾三地区ミニバスケットボール連盟（以下，本連盟）と称する。 

 

第２条  本連盟は，事務局を理事会の指定するところに置く。 

 

第二章 組 織 

第３条  本連盟は，尾道市，三原市，竹原市並びに世羅郡（以下，尾三地区）を拠点とし 

て活動し，本連盟に加盟登録したチームをもって組織する。 

ただし，理事会の承認を得た場合には尾三地区以外のチームでも加盟登録を認 

める。 

 

第４条  加盟とは１チームが本連盟に届け出てチーム登録されることである。 

 

第５条  １チームとは以下の事をいう。 

１． 競技者は１２歳以下の小学生児童。 

２． 男女別々。 

（１）男女混合チームの競技会への参加は認めるが，登録は男女それぞれ別のチー

ムとして行うこと。 

（２）参加する競技会においての扱いは，別に定める「連盟主催大会に関する規定」

によるものとする。 

３． 単独で組織されたチーム。 

（１）単一学区児童で構成されたチームを原則とする。 

（２）単一学区児童のみで活動できない場合のみ，近隣の同一条件校との合体（連

合）を認める。 

（３）チーム構成そのものが，４校を超えるチームについては,連合選手確認願を提

出し，理事会において確認をするものとする。 

          

第三章 目 的 

第６条  本連盟は，尾三地区におけるミニバスケットボールの健全なる普及と発展を図り   

併せて各チーム間の親睦を図ることを目的とする。 

 

第７条  本連盟は，尾三地区における指導者の資質の向上及び審判技術の向上を図ること    

により，地域の技術向上を図ることを目的とする。 

 

第四章 事 業 

第８条  本連盟は，前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

１． 交歓ゲーム，競技大会の開催。 

２． 各種講習会，研修会の開催。 
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３． その他，本連盟の目的を達成するために必要な事業。 

 

第五章 競技者 

第９条  尾三地区及び近隣地区の小学校に在籍する１２歳までの男女とする。 

チーム登録の競技者は１人１チームとし，二重登録は認めない。 

チームに登録した競技者は，転校等やむを得ない場合を除いて，原則として別の

チームに登録変更することはできないが，転校等やむを得ずチームを登録変更す

る事情が生じた場合は，両チームの代表者は広島県バスケットボール協会（以下,

県協会）へ移籍申請し承認を得るものとする。 

チームが解散・連盟脱会・休部により，競技者が同チームにおいて競技を続ける

ことが困難な場合であって，連盟加盟チームから登録申請があった場合は，新規

申請扱いとする。ただし，従前の所属チームが復活し，そのチームへ登録変更し

ようとするときは移籍扱いとなる。 

当該選手は県協会の承認後，登録変更できるものとするが，直後に開催される大

会への出場はできないものとする。また，転校以外の移籍は年度内１回を上限と

する。 

ただし，県協会承認後，転校以外の理由である場合，両チームの代表者へ聞き取

り調査を行い，本連盟として事実把握を行うが，県協会の承認を否認するもので

はない。 

 

第六章 役 員 

第１０条 本連盟に次の役員を置く。 

１． 会  長 １ 名 

副 会 長 若干名 

理 事 長 １ 名 

副理事長 若干名 

   理  事 若干名 

監  事 １ 名 

       以上の役員は，理事会を構成する。 

２． 専門委員 各専門委員会に委員長１名，副委員長・委員若干名 

 

第七章 役員の選出と職務 

第１１条 本連盟の役員は次のとおり選出され，次の任務を行う。 

１． 会長，副会長は，理事会の推薦によって就任する。 

会長は本連盟を代表する。 

副会長は会長を補佐し，会長に事故ある時は職務を代行する。 

２． 理事長は，理事会において選出し会長が委嘱する。 

理事長は本連盟の全ての業務を統括する。 

３． 副理事長は，理事会において選出し会長が委嘱する。 

副理事長は，理事長の補佐を行い，理事長に事故ある時は職務を代行する。 

４． 理事は加盟チームの代表者，及び理事会で推薦されて会長が委嘱する。 
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５． 監事は，理事会において推薦し会長が委嘱する。 

監事は本連盟の会計及び活動を監査する。 

６． 専門委員会は次のとおりとし，各委員長及び副委員長は理事会において推薦し会

長が委嘱する。 

専門委員は必要に応じて，理事会において推薦し会長が委嘱する。 

① 総務委員会 

② 財務委員会 

③ 広報委員会 

④ 競技委員会 

⑤ 審判委員会 

⑥ 普及育成委員会 

⑦ 倫理委員会 

               

第八章 役員の任期 

第１２条 本連盟の役員の任期は２年とする。但し，再任は妨げない。 

     欠員が生じた時はその補充をおこない，補充された役員の任期は前任者の残任期 

間とする。 

 

第九章 名誉顧問，顧問，及び参与 

  第１３条 本連盟に名誉顧問，顧問，参与を各若干名置くことができる。 

２． 名誉顧問，顧問，参与は，本連盟に功績のあった者のうちから，理事会の推薦に

より会長が委嘱する。 

３． 名誉顧問及び顧問は，重要な事項について，会長の諮問に応じ意見を述べること

ができる。 

４． 参与は，会長が必要と認める事項について，その諮問に応じ意見を述べることが

できる。 

 

第十章 会 議 

  第１４条 本連盟の諸事を決定する会議は理事会とする。 

２． 理事会の開催は，年に一度開催する定例会議と臨時会議とする。 

３． 理事会は会長が招集し，議長を指名する。 

４． 理事会は理事会を構成する役員又は，その代理者の３分の２の出席をもって成立

し，決議は出席者の過半数をもって決定する。 

５． 理事会は，次の事項について決定及び承認をする。 

①事業計画      ④規約の改正 

②予算と決算     ⑤その他の必要事項 

③役員の選出と推薦 

 

第十一章 登 録 

第１５条 本連盟に加盟登録しようとするチームは毎年度，所定の加盟登録申請書を提出し， 
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別に定める加盟費を納め，理事会の承認を得なければならない。 

    ２． 年度途中にチームの新規加盟申請があった場合は，理事会において承認を得た後，

準加盟扱いとする。この場合，申請年度内の大会はオープン参加扱いとし，チーム

は大会運営に協力するものとする。また，審判研修会，指導者講習会への参加を必

須とする。 

 

  第１６条 納入した加盟費はいかなる理由があっても返還されない。 

 

  第１７条 本連盟に所定の手続きを経て加盟したチーム，並びに，そのチームに登録した競

技者は，本連盟が主催した行事に参加する権利を得る。 

 

  第１８条 年度の途中に選手追加登録を行う場合は，本連盟に申請し承認を得なければなら

ない。 

 

第十二章 賞 罰 

  第１９条 本連盟の規約及び通達事項に反する行為があった者は，理事会の決議により処分

を行う。 

 

  第２０条 この規約に定めていない事項または疑義，紛争が生じた場合は，本連盟理事会が

処理する。 

 

第十三章 会 計 

  第２１条 本連盟の会計は次のとおりとする。 

１． 会計は加盟費，補助金，寄付金，その他の収入をもってこれを当てるものとし，

競技会等に要する費用は別途徴収する。 

２． 本連盟の加盟費は１チーム，年額５，０００円とする。 

３． 本連盟の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日をもって終わる。 

 

第十四章 補 足 

第２２条 この規約の施行に関して必要な細則は理事会の議決をもって定める。 

 

第２３条 その他，本連盟規約に記載のない事項は，日本ミニバスケットボール連盟並びに

広島県ミニバスケットボール連盟規約に準ずる。 

 

 

附則 この規約は，平成１９年４月１日より施行する。 

   この規約は，平成２１年３月３１日より一部を改正する。  

     この規約は，平成２３年４月２日より一部を改正する。 

   この規約は，平成２５年４月１日より一部を改正する。 

   この規約は，平成２６年２月１５日より一部を改正する。 

   この規約は，令和 2 年４月１日より一部を改正する。 


